
      

財政破綻と再生の立場から 

一人の困りごとは地域の困りごと 

安斉 尚朋（一般社団法人らぷらす） 

１．夕張市の現状 

夕張市は人口のピークが昭和３５年で１１６，９０８人、財政破綻の平成１８年は１３，

０４５人、平成３０年１２月の時点で人口は８，１０５人となり、急激に人口が減少してい

ます。また、６５歳以上の人口が４，１３０人、高齢化率は５０．９６％、障がい者の人口

比率は１２．７％（平成２９年３月）となっており、夕張市の６３％は高齢者と障がい者で

構成されています。 

地形は南北に３４キロと長く、人口ピーク時は至る所に炭鉱住宅が並んでいましたが、今

は古い住宅の幾つかが、市営住宅として残り、殆どが取り壊されて野山となっています。現

在夕張市では、まちの中心部に複合拠点を整備し、まちの機能を中心部に移したり、南北に

延びる交通機関の周辺に市民の生活の拠点を集約したりとコンパクトシティー化に取り組ん

でいます。 

２．一般社団法人らぷらす設立の経緯 

統合失調症を持つ双子の兄弟を持つお母さんとの出会いがありました。「私が元気なうちに

作業所を作る」と言い、そのお母さんを支える地域の方々とも一緒に、どんな作業を行うか

考えてきました。地域の現状を考えると、「高齢化率が高い。一人暮らしの高齢者も多い。」

「お店が少ない。買い物しづらい」「交通機関が乏しい。」と言うことから食事に困っている

高齢者がたくさんいるのでは？そこにニーズがあるのではないかと考えました。地域包括、

ケアマネジャー、民生委員からも情報を頂き「必要なサービス。ニーズはある。」と回答を頂

きました。そこで就労継続支援 B 型事業所「さぽーとセンターシューパロ」を開設し、配食

サービスを始めました。地域の高齢者の食事を提供し、安否確認も兼ねて配達時に挨拶をす

る、障害を持つ方が支援を受ける立場としてではなく、高齢者を守る立場として地域の役割

を担っていこうとスタートしました。当初は就労 B の利用者さんも毎日通ってくるのは２名

～４名、配食サービスもひと桁代の配達でしたが、現在は利用者さんの登録が１３名、配食

数が一日７０食前後で高齢者だけではなく企業、市役所など幅広くご利用頂き、障害を持つ

方の働く場としてのニーズだけではなく宅配弁当という地域に必要なニーズに基づいた事業

所として認識されてきていると思います。 

当時はまだらぷらすではなく、財政破綻後に夕張市内の公民館（ゆうばりはまなす会館）

を指定管理者として様々な活動をされていた、当別町の NPO 法人当別町青少年活動センター

ゆうゆう２４（現在は社会福祉法人ゆうゆう）の事業としてスタートしました。地域のニー

ズが見え、やることが決まりましたが起業のノウハウもなかったので、ゆうゆうさんに相談

し、事業の開設の意図をお伝えし、ご理解を頂き、ご指導を頂きながら事業を充実させ３年
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後に独立しました。ゆうゆうさんとの出会いなしでは今のらぷらすは無かったと思います。 

 

３．地域のニーズから始まる事業 

  「さぽーとセンターシューパロ」を開始した翌年、児童デイサービスセンターからころ（現

在は放課後等デイサービス）を開設しました。これも一つのご家族の困りごとから始まりま

した。K 君は３年生までは、放課後は学童保育で過ごしていました。お母さんは母子家庭で

３人のお子さんを一人で育てていました。K 君が４年生になり学童保育の対象外となってか

らは、学校が終わると自宅に帰り、ランドセルを投げ捨て、誰にも何も言わず自転車に乗っ

て出かけてました。お母さんが、仕事が終わって１８時３０分頃、自宅に戻ると K 君はいま

せん。それから１～２時間探し回り、ようやく見つけて連れて帰り、夕食の準備をするとい

う生活を１年間続けていたというお話を夕張市の保健師から聞き、児童デイサービスの開設

に至りました。 

児童デイサービスも当初は４名のお子さんの預かりから始まりましたが現在は登録が１８

名となり毎日１０名前後のお子さんが元気に来所し過ごしています、こちらも地域に必要な

ニーズであったのではないかと思います。 

 

４．誰もが集まれる居場所づくり 

  ゆうばりはまなす会館では就労継続支援 B 型事業、放課後等デイサービス、児童発達支援

事業を行っておりますが、近所の方が子どもたちの顔を見に来たり、放課後等デイサービス

の利用児の同級生が遊びに来たりと、地域の方が自由に出入りできるような場にしています。

また、放課後等デイサービスの長期休暇時は過ごす時間が普段の放課後より長いので、毎日

イベントを組んでいます。からころ単独でイベントをやるだけではなく、さぽーとセンター

シューパロやゆうばり共生型ファームとの合同イベント、地域にある高齢者関係の事業所と

の交流、地域の商店での飲食、交通機関の利用など、地域の社会資源との繋がりを大切にし

ています。 

その後廃校の小学校を使って新たな事業を始めました。当時、耐震法の関係で市内の大き

な会館が閉鎖することになったこともあり、らぷらすが旧夕張小学校を管理することが決ま

ると、「教室空いてる？」という問い合わせがたくさんあり、らぷらすで使用する予定になっ

ていた教室以外の空き教室は早い段階で全て利用予定が入りました。 

  ゆうばり共生型ファームでは、就労継続支援 A 型事業でランチバイキングを営業しながら

障がいを持つ方の働く場所の拡大、就労 B からのステップアップの場所として、就労支援の

充実を図ることと、人手不足の所には高齢者の生きがいづくりの場としてボランティア活動

を進めてきたり、生活困窮世帯の方の就職前の就労体験の場としても提供してきました。 

地域のお母さんたちが立ちあげた子育て支援の団体も空き教室に拠点を置き、合同でのイ

ベントを通して子育て世代が交流できる環境づくり、子供たちが遊べる場を設置しました。

高齢者と一緒に三世代交流イベントなど、世代や障がいに関係なく集まれる空間づくりを進

めています。 
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ゆうばり共生型ファーム １階 

ゆうばり共生型ファーム ２階 
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  ゆうばり共生型ファームでは、支える人、支えられる人がはっきりとせず、誰が誰だかわ

からないとよく言われます。「共生型」と言う言葉にとらわれず、「高齢者も障害者も子供も」

とあまり形にこだわらず、市民一人一人が得意な事、出来ることで力を発揮できる環境を作

ることで、それぞれに役割が出来、支え合える仕組みができるのではないかと思います。 
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https://www.youtube.com/watch?v=5H-
BJf3Af6M
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